
はじめに

農林水産消費安全技術センター（FAMIC)は、農林水産省所管の独立行政法人であり、主

な業務部門として、食品部門、肥料・飼料部門、農薬部門の３つの部門を有し、JAS法、

肥料取締法、飼料安全法、農薬取締法等の法律に基づく食品、飼料、肥料等の品質の検査

および農薬の登録検査等の業務を行っています。

、 、 、 、農薬の製造者または輸入者は 農林水産大臣の登録を受けなければ 農薬の製造 加工

輸入等を行うことができないことになっていますが、FAMIC農薬検査部は、この農薬管理

の要である農薬登録検査を主たる業務としています。また、農林水産省と連携し、全国か

ら計画的に収集した農産物中の農薬の残留状況についても分析調査を行っています。

今般、平成２６年度の農薬検査部における調査研究成果を収録した農薬調査研究報告第

７号を発行しました。一昨年度から農薬検査部では、調査研究の対象を実験を伴うものの

みならず、農薬のリスク評価・管理、諸外国の農薬登録制度等に関する文献や現地調査等

により収集した情報を分析・考察する調査や論考についても対象に位置付け、より多くの

職員が調査研究に取り組める仕組みにしました。今号は、その新たな取り組み開始から３

。 、号目の報告書となります 内容も実験を伴うものと調査や論考等の割合が安定しつつあり

新たな取り組みが定着してきたものと自負しております。

本報告書が関係者の皆様の業務において参考になれば幸いです。なお、各方面からのご

、 、意見等も我々の調査研究の充実のためには不可欠ですので お気づきの点がありましたら

ご連絡いただきたくお願い申し上げます。
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